
看護部研修生受入要領 
 

看護部における研修は「高知大学医学部附属病院研修生受入規程」に基づき、下記の要領で研修の受

入れを行う。 
 

１．目的 

当院で研修を希望する看護職員を積極的に受入れ、教育機関としての大学病院の役割を果たし、地域

における看護の質の向上に寄与する。 
 

２．対象 

看護職員（保健師・助産師・看護師の免許所有者） 
 

３．研修時期 

５月１日から翌年３月３１日までの間 
 

４．研修期間 

４週間コース、その他（研修内容参照） 
 

５．研修時間 

月曜日から金曜日の 8 時 30 分から 17 時 15 分まで（休日を除く） 
 

６．研修内容 

１）大学病院の機能と役割について理解する。 

２）大学病院における看護の役割と実際について学ぶ。 

（１）成人内科系看護 

（２）成人外科系看護 

（３）小児看護 

（４）母性看護 

（５）精神科看護 

（６）手術看護 

３）施設・設備の状況について理解する。 

４）チーム医療の実際について学ぶ。 

５）医療情報システム、特に看護における情報システムの利用について理解する。 

６）地域在宅看護支援のための研修 

（１）訪問看護ステーションで働く看護師対象 

ⅰ）医療機関における医療・看護の知識を修得する。 

ⅱ）病院における保健・医療・福祉サービスを理解する。 

ⅲ）病院における退院支援の位置づけ、役割と対象への支援方法を学ぶ。 

（２）地域で働く保健師象 

感染管理・創傷管理（褥瘡含む）・安全管理・看護・リハビリテーション・母子継続看護

等について、本院での実際を学ぶ。 
 

７．研修方法 

１週目第１日は看護部のガイダンスを受け、２日目以降は希望の部署で実施する。 
 

８．評価の方法 

各部署でカリキュラムに沿って、項目毎に自己評価と看護師長評価を行う。 

  



 
第一病棟１階研修カリキュラム 

 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟の構造・設備 

３．職員構成・職員紹介 

４．病棟の看護体制 

５．患者の概要 

６．各勤務帯の業務内容 

７．年間・月間・週間予定・日課 

８．患者カンファレンスへの参加 

９．安全管理 

10．物品・薬品管理 

11．情報管理 
 

２週目 

１．患者看護の実際 

１）一人の患者を受け持つ 

２）患者の症状が、日常生活行動にどのように影響しているか評価を行う 

３）疾患や治療をどのように受け止めているか把握する 

４）患者の家族や、周囲の人との人間関係を把握する 

５）患者の日常生活行動の自立のために必要な援助計画を立案する 

６）立案した援助計画を実施する 

７）実施した援助を評価し修正する 

２．ケースカンファレンスを行う 

３．患者カンファレンスに参加する 
 

３週目 

１．患者看護の実際 

１）一人の患者をとおして自分が知覚したことをグループワークで述べる 

２）自分自身の反応や行為の傾向が患者に及ぼす影響について考える 

３）患者との相互作用のなかで自己を振り返り、看護者としての自己のあり方を考える 

２．患者カンファレンスに参加する 

３．多職種カンファレンスに参加する 

４．患者の処遇について検討する 
 

４週目 

１．大学病院の精神科の役割についてグループワークを行う 

２．患者カンファレンスに参加する 

  



 
第一病棟２階研修カリキュラム 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟構造・設備 

３．職員構成・職員紹介 

４．患者の概要 

５．安全管理 

６．感染管理 

７．病棟行事 

８．病棟業務 

１）各勤務帯業務内容 

２）リーダー・メンバー業務内容 

３）日課・週間予定 

４）検査処置の見学及び介助 

５）看護ケアの見学及び介助 

６）物品管理 

７）薬品管理 

８）看護支援システム 

９）カンファレンスの運用・参加 

９．江の口養護学校分校について 
 
 

２週目・３週目 

１．基礎的看護の知識・技術を理解し、指導者とともに実践できる 

１）生活の援助ができる 

(１)環境 (２)清潔 (３)栄養 (４)排泄 (５)睡眠 (６)安楽 (７)患者移送 

２）診察の補助ができる 

(１)バイタルサインの測定 (２)身体計測 (３)与薬 (４)静脈注射の介助・施行 (５)持続

点滴の介助・管理 (６)シーネ固定の介助・管理 (７)輸血の介助 (８)吸引 (９)吸入 

３）検査処置の見学及び介助 

(１)一般検査：血液、尿、便、痰、分泌物 

(２)穿刺：腰椎穿刺、骨髄穿刺 

(３)その他：心電図、心臓カテーテル、ＣＴ、ＭＲ、脳波、ＰＥＴ、腎生検 

４）医療機器、看護用具の取扱い 

(１)医療機器：輸液ポンプ、心電図モニター、パルスオキシメーター、ネブライザー、レス

ピレーター、シリンジポンプ、ＤＣ、褥瘡予防マット、バッグバルブマスク 

２．外来看護の実際 

３週目の３日間小児科外来にて外来看護の実際を学ぶ 
 

４週目 

１．病状の安定した患者の身体的な顕在的問題について看護実践ができる 

１）系統別・疾患別看護ができる 

２）対症看護ができる 

    

２．家族看護 

３．カンファレンス参加 

４．他部門との連携 

 

  



 

第一病棟３階研修カリキュラム 

 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟の構造・設備 

３．職員構成・職員紹介 

４．患者の概要（疾患の特性と患者の特徴） 

５．各勤務帯の業務内容 

６．安全管理 

７．感染管理 

８．物品・薬品管理 

９．病棟におけるコンピュータシステム 

10．ミーティング 
 

２週目 

１．患者紹介 

２．看護記録について 

３．日常生活援助の見学及び実施 

４．入院患者の受け入れ・退院患者への対応  

５．患者カンファレンス 

６．検査・治療の介助について 

 

２週目～４週目 

  １．各診療科の治療・看護の実際 

１）一内科 

（１）一内科の疾患とその看護 

（２）一内科治療を受ける患者の看護 

（３）一内科の検査・治療について 

ERCP（内視鏡的逆行性膵胆管造影）   RFA（ラジオ波焼灼療法） 

EIS （内視鏡的静脈瘤硬化療法）   EVL（内視鏡的静脈瘤結紮術） 

EMR （内視鏡的胃粘膜切除術）    ESD（内視鏡的粘膜剥離術） 

PEIT（経皮的エタノール注入療法）   PTCD（経皮的肝胆管ドレナージ） 

ENBD（内視鏡的逆行性胆管ドレナージ） 

肝生検  内視鏡検査  血管造影検査など 

２）歯科口腔外科 

（１）歯科口腔外科の疾患とその看護 

（２）口腔癌の治療を受ける患者の看護 

（３）口腔癌の手術を受ける患者の看護（術前・術後） 

（４）口腔ケアの実際（病棟・外来） 

３）脳神経外科 

    （１）脳神経外科の疾患とその看護 

（２）脳神経外科の検査・治療を受ける患者の看護 

２．多職種との連携 

１）リハビリテーション 

２）服薬指導 

３）栄養指導 

４）地域連携 

５）家族支援 

６）緩和ケア 

７）カンファレンス 

３．ミーティング 

  



 

第一病棟５階研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟構造・設備 

３．職員構成・職員紹介 

４．患者の概要 

５．週間予定 

６．安全管理 

７．物品・薬品管理 

８．カンファレンス 
 

２週目～４週目 

１．整形外科看護の特殊性について 

２．放射線部における検査介助の見学 

１）関節造影法 

２）ミエログラフィー 

３）神経根ブロック 

３．整形外科の一般的術前・術後の看護の実際 

１）脊椎疾患患者の看護（術前・術後） 

２）股関節疾患患者の看護（術前・術後） 

３）膝関節疾患患者の看護（術前・術後） 

４）腱板断裂患者の看護（術前・術後） 

５）悪性腫瘍患者の看護 

６）リハビリテーション看護 

(１)病棟におけるリハビリテーション 

(２)リハビリテーション部におけるリハビリテーション 

７）末梢神経の手術を受ける患者の看護 

８）骨折患者の看護 

９）骨関節の感染症の患者の看護 

４．外来看護の実際（整形外科外来で１日） 

５．カンファレンス 

 

  



 

第一病棟６階東研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟構造・設備 

３．職員構成・職員紹介 

４．看護体制 

５．患者の概要 

６．週間予定 

７．病棟業務（各勤務帯業務内容 リーダー・メンバー業務内容） 

８．安全管理 

９．物品・薬品管理 

10．看護支援システム  

11．ミーティング 
 

２週目 

１．患者紹介 

２．看護記録について 

３．日常生活援助の見学及び実施 

４．入院患者の受け入れ・退院患者への対応  

５．患者カンファレンス 
 

２週目後半～4週目 

  １．各診療科の治療・看護の実際 

１）  第 2 内科 

（１） 糖尿病教育入院患者の看護 

（２） 腎生検を受ける患者の看護 

（３） 甲状腺針生検を受ける患者の看護 

（４） ステロイド剤内服による治療を受ける患者の看護 

（５） 生物学的製剤による治療を受ける患者の看護 

２）皮膚科 

（１） 皮膚科疾患とその看護 

（２） 皮膚科で行われる検査・治療とその看護 

（３） 皮膚科で行う手術の看護（術前・術後） 

（４） 外来看護の実際（皮膚科外来で 1日） 

   ２．カンファレンス 

  



 

第一病棟６階西研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟の構造・設備 

３．患者の概要（疾患の特性と患者の特徴） 

４．職員構成・職員紹介 

５．各勤務帯における業務内容 

６．安全管理 

７．物品・薬品管理 

８．病棟におけるコンピュータシステム 

９．老年病科的検査及び治療について 

10．患者看護の見学 

11．ミーティング 
 

２週目 

１．患者紹介 

２．日常生活援助の見学及び実施 

１）清潔ケア：清拭、入浴、洗髪 

２）食事介助 

（１）経口食事介助 

（２）経管栄養 

３）排泄介助：トイレ・ポータブルトイレ・オムツ 

３．検査、処置の見学 

１）検査部：心電図、エコー、経食道エコー 

 

４．回診の見学、介助 

５．ミーティング 
 

３週目 

１．外来看護の実際 

１）診療の介助（１日） 

２．他職種との連携 

１）リハビリテーションの実際 

２）栄養指導 

３）服薬指導 

４）カンファレンス（他職種との） 

３．心臓カテーテル検査を受ける患者の看護 

１）患者搬入、検査見学、検査終了後の看護の実際 

４．除細動を受ける患者の看護 
 

４週目 

１．老年病・循環器科疾患患者の看護の実際 

１）循環器疾患患者の看護 

虚血性心疾患、心筋症、心内膜炎、心不全、高血圧症 

２）ペースメーカー植え込み術を受ける患者の看護 

弁疾患、不整脈 

２．神経内科疾患患者の看護の実際 

１）神経疾患患者の看護 

脊髄小脳変性症、ＡＬＳ、パーキンソン病 

３．ミーティング 

 



 

第一病棟 7 階研修カリキュラム 
 

[4 週間コース] 

1 週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟の構造・整備 

３．患者の概要（疾患の特性と患者の特徴） 

４．職員構成・職員紹介 

５．各勤務帯の業務内容 

６．日課・週間予定・職員紹介 

７．安全管理 

８．物品・薬品管理 

９．病棟におけるコンピュータシステム 

10. 無菌治療室における看護の実際 

11．看護記録の実際 

12．ミーティング 

  

2～3 週目（第 3内科を中心に） 

1. 患者紹介 

2. 患者看護の実際 

1） 血液疾患患者の看護 

白血病、多発性骨髄腫、悪性リンパ腫、血小板減少性紫斑病 等 

2） 呼吸器疾患患者の看護 

肺癌、気管支喘息 等 

3） 化学療法中の患者の看護 

4） 造血幹細胞（末梢血・骨髄）移植の看護 

5） 放射線治療中の患者の看護 

6） 終末期にある患者の看護 

7） 検査を受ける患者の看護（見学・介助） 

（1） 骨髄穿刺 

（2） 気管支鏡 

3. 第 3内科回診の介助 

4. 輸血の取り扱い 

5. 医療機器の取り扱い 

6. 内科外来看護の実際（月曜日又は木曜日の 1日） 

 

4 週目 

1.病棟における看護管理の実際 

1） 労務管理：勤務体制、勤務交替、勤務表作成 等 

2） 業務管理：勤務時間割り振り表、業務計画、病床利用 等 

3） 安全管理：事故防止対策、院内感染防止対策 等 

4） 物品管理：物流システム、備品の修理 等 

5） 薬品管理：薬品請求の仕方、払い出し方法 等 

6） 患者情報収集と対応、指導 等 

7） 設備・環境の調整 等 

2.ミーティング 

  



 

第二病棟 3 階研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟の構造 

３．職員構成・職員紹介 

４．病棟の目標 

５．安全管理（事故防止・災害対策等） 

６．感染管理 

７．物品・薬品管理 

８．看護記録について 

９．各勤務についての業務の概要 

10．リーダー業務とメンバー業務の概要 

11．業務内容 

１）入院患者の取扱 

２）検査・処置 

３）看護ケア 

12．カンファレンスの運用 

13．医療チーム間の連携 

14．助産外来 

15．看護学生の教育 
 

２週目 

１．婦人科看護の対象 

２．婦人科看護 

１）入院時の看護 

問診・視診・聴診・検査等 フィジカルアセスメント 

２）診察の介助 

３）婦人科における治療・処置 

４）婦人科における検査 

５）良性疾患患者の看護（子宮筋腫・卵巣嚢腫・子宮内膜症等） 

６）悪性疾患患者の看護 

７）手術療法を受ける患者の看護 

８）放射線療法を受ける患者の看護 

９）化学療法を受ける患者の看護 

10）疼痛のある患者の看護 

11）性器出血のある患者の看護 
 

３～４週目 

１．産科看護の対象 

２．産科看護 

１）入院時の看護 

問診・視診・触診・検査等 フィジカルアセスメント 

２）診察の介助 

３）産科における治療・処置 

４）産科における検査 

５）分娩監視装置の取り扱いと診断 

６）入院中の妊婦健診 

７）母体搬送時の看護 

８）ハイリスク妊婦に対する看護 

（１）切迫流早産 

（２）妊娠高血圧症候群 



 

（３）多胎 

（４）合併症のある妊婦 その他 

（５）特定妊婦 

９）産婦の看護 

10）帝王切開時の看護 

11）褥婦の看護 

(１)乳房管理 

(２)母児同室 

(３)産褥健診 

12）妊産褥婦の保健指導 

３．医療チーム間の連携 

１）周産母子センターとの連携 

２）医師（産科・小児科・精神科等）との連携 

３）地域との連携 

４．助産外来 



 

第二病棟４階研修カリキュラム 
 

［４週コース］ 

１週目（１日目：オリエンテーション、２日目以降：担当看護師と共に行動する。） 

１． 病棟の特殊性 

２． 病棟の構造・設備 

３． 患者の概要 

４． 職員構成・紹介 

５． 週間予定表 

６． １日の流れ 

７． 各勤務の業務内容 

８． IMIS 

１）電子カルテ 

２）物流システム 

・SPD 

・薬品管理 

３）勤務管理 

４）インシデントレポート 

５）オンラインマニュアル 

６）グループウェア 

９．安全管理 

10．感染管理 

11．カンファレンス参加 
 

２週目（担当看護師と行動を共にし、耳鼻咽喉科・放射線科・産婦人科の患者看護を見学する。） 

１．患者紹介 

２．看護記録の見学 

３．耳鼻咽喉科患者の看護の実際を学ぶ 

４．耳鼻咽喉科診察の介助 

５．放射科患者の看護の実際を学ぶ 

６．耳鼻咽喉科のカンファレンス・回診・処置の見学 

７．放射線科カンファレンス・回診の見学 
 

３～４週目（担当看護師の受け持ち患者の中から、１～２名を決めて受け持ち、患者に必要な看護を学ぶ。） 

１．耳鼻科の手術を受ける患者の看護を学ぶ。 

・機会があれば、喉頭摘出術後の患者さんと接する。 

・人工喉頭の使用を体験する。 

２．放射線科の治療を受ける患者の看護を学ぶ。 

３．化学療法を受ける患者の看護を学ぶ。 

４．放射線治療を受ける患者の看護を学ぶ。 

５．フリー業務を１日体験する。（第二病棟４階で行われる検査について把握） 

６．耳鼻咽喉科外来の見学・耳鼻科領域の特殊検査の見学（１～２日見学） 

耳鏡・鼻鏡・聴力検査・平行機能検査など 

 

  



 

第二病棟５階研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１週目  
１．病棟の特殊性  
２．病棟構造・設備  
３．職員構成・職員紹介  
４．看護体制  
５．患者の概要  
６．病棟の行事  
７．日課・週間予定  
８．各勤務帯の業務内容  
９．安全管理  
10．物品・薬品管理  
11．ミーティング  

 

２週目 

１．患者紹介 

２．日常生活援助の見学及び実施 

１）清潔ケア：清拭・手足浴・シャワー浴・洗髪 

２）栄養摂取ケア：食事介助（嚥下障害のある患者の食事介助） 経管栄養 

３）排泄ケア：トイレ・ポータブル・オムツ 

４）移動ケア：車いす・歩行器・ベッド・ストレッチャー 

３．検査・処置の見学 

１）脳外科：ＣＴ・ＭＲＩ・脳血流検査・血管造影・腰椎穿刺 

２）眼科：細隙灯顕微鏡検査・倒像鏡検査・直像鏡検査・眼圧測定・点眼 
 

３週目前半 

１．手術前後の看護の実際 
１）術前看護の実際（術前オリエンテーション、術前処置、手術搬入、術後ベッド及び病室の

準備） 
２）術後看護の実際  
３）手術見学  
４）ＩＣＵ見学 

 
３週目 後半 

１．患者看護の実際  
１）白内障・緑内障患者の看護 

２）網膜疾患患者の看護 

３）角膜疾患患者の看護 
 

４週目 
１．患者看護の実際（退院指導・退院調整も含む） 

１）脳卒中患者の看護 
２）脳腫瘍患者の看護 

２．リハビリテーションの実際 

リハビリテーション部見学 

３．外来看護の実際 

眼科外来 １日  

脳外外来 1日 

４．ミーティング  

 



 

第二病棟６階研修カリキュラム 

［４週間コース］ 

１週目 

  １．オリエンテーション 

１）病棟の特殊性 

２）病棟構造・設備 

３）職員構成・職員紹介 

４）患者の概要 

５）各勤務帯の業務内容 

６）週間予定 

７）安全管理 

８）物品・薬品管理 

９）病棟におけるコンピュータシステム 

10）術前・術後の患者の看護の流れ 

11）術前オリエンテーション、呼吸リハビリテーション、心臓術後のリハビリテーション 

12）ミーティング 

２週目 

１．患者紹介 

２．手術の見学（手術部のモニターでの見学） 

３．検査の見学（内視鏡など） 

４．回診見学（外科Ⅱ） 

５．術前・術後の患者の看護（腹部大動脈瘤、肺疾患、閉塞性動脈硬化症、泌尿器科疾患） 

１）術前オリエンテーション 

２）術前・術後のリハビリテーション 

３）術後の看護 

６．ＩＣＵ入室患者について 

１）患者・家族へのオリエンテーション 

２）受け入れの準備（ベッド、記録物、病室） 

３）面会について（入室手順等） 

７．心臓術後のリハビリテーションの実際 

８．週間予定に沿って病棟ナースとともに業務を行う 

９．検体の採取準備と提出 

10．入院患者へのオリエンテーション 

11．患者看護の実際（患者を受け持つ） 

１）感染患者への対応（病室の準備等） 

２）ガーゼ交換の介助 

３）ＣＶの挿入・胸腔ドレナージの介助 

４）入院患者の受入れ・退院患者への対応 

５）転科・転棟時の取扱い 

６）看護記録の実際（看護過程支援システム） 

３週目 

１．週間予定に沿って病棟ナースとともに業務を行う 

２．患者看護の実際（患者を受け持つ）２週目に準じて行う 

３．与薬の実際 

４．内服薬自己管理 

・薬剤師による内服指導   ・看護師による自己管理への援助 

４週目 

１．外来看護の実際（外科外来にて１～２日見学） 

２．週間予定に沿って病棟ナースとともに業務を行う 

３．患者看護の実際（患者を受け持つ）２週目に準じて行う 

４．ミーティング 



 

第二病棟７階研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１週目 

１．病棟の特殊性 

２．病棟の構造・設備 

３．患者の概要 

４．職員構成・職員紹介 

５．各勤務帯における業務内容 

６．病棟業務 

１）安全管理 

２）物品・薬品管理 

３）病棟におけるコンピュータシステム 

７．中間カンファレンス 
 

２週目 

  １．患者紹介 

２．日常生活援助の見学及び実施 

１）清潔ケア：清拭・手足浴・シャワー浴・洗髪 

２）栄養摂取ケア：食事介助（嚥下障害のある患者の食事介助） 経管栄養 

３）排泄ケア：トイレ・ポータブル・オムツ 

４）移動ケア：車いす・歩行器・ベッド・ストレッチャー 

３．検査・処置の見学 

４．看護記録について 

５．患者カンファレンスの実際 
 

２週目後半～４週目 

１．周術期看護の実際 

１）胃の手術を受ける患者の看護 

２）食道の手術を受ける患者の看護 

３）イレウスの手術を受ける患者の看護 

４）膵臓の手術を受ける患者の看護 

５）胆道系の手術を受ける患者の看護 

６）前立腺の手術を受ける患者の看護 

７）膀胱の手術を受ける患者の看護 

２．外来看護の実際（外科外来で１日） 

３．最終カンファレンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

周産母子センター研修カリキュラム 
 

［１～４週間コース］ 

１．周産母子センターの概要 

１）看護の対象・看護目標 

２）医療事故防止対策 

３）感染防止対策 

４）受け持ち看護師制 

５）看護記録 

６）医療環境・設備・機器 

７）チーム医療 

２．対象別看護 

１）正常新生児 

２）新生児入院医療管理加算を行う新生児 

３）新生児特別集中治療室管理を行う新生児 

３．看護の実際 

１）基本援助 

・呼吸・循環動態 

・体温 

・栄養 

・補液 

・排泄 

・清潔 

・ポジショニング 

２）看護基準 

・出生 24 時間の新生児 

・体温変調 

・黄疸 

・哺乳困難 

・呼吸不全 

・心疾患 

・母子分離 

３）ディベロップメンタルケア 

４）親役割の獲得 

５）育児指導 

４．退院支援 

１）育児の習得の確認 

２）家族役割の確認 

３）地域連携 

４）外来健康審査と保健指導



 

手術部研修カリキュラム 
 

［４週間コース］ 

１～２週目 

１．手術看護の基本概念 

１）手術部の組織と職務分担 

２）手術部の管理・運営 

２．手術部の設備・構造 

３．手術部の業務 

コンピュータの活用 

４．手術部看護師の役割 

５．手術部における感染防止 

スタンダードプリコーション・環境整備 

６．手術部におけるリスクマネージメント 

患者確認・WHO 手術安全チェックリスト 

７．術前看護（病棟にて１日） 

１）術前準備・処置 

２）術前訪問 

８．手術見学（術前訪問した患者） 
 

３週目 

１．手術器具・器械について 

準備・後片付け 

２．手術看護の実際（麻酔・輸血・輸液・体温管理・体位 等） 

１）器械出し 

２）外まわり 

３）リーダー業務の実際 
 

４週目 

１．術中管理について 

１）麻酔、輸血、輸液、体温管理、体位 等 

２．術後看護 

１）回復室にて手術直後の看護 

２）ICU における看護（１日） 

３）病棟における看護 

３．特殊な手術介助の実際 

心臓手術、内視鏡手術 等（１日） 

４．手術看護の将来への展望・ミーティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

集中治療部研修カリキュラム 
 

［1～４週間コース］ 

 １.集中治療部の概要 

１）集中治療部の特殊性 

２）病棟構造・設備 

３）職員構成・職員紹介 

４）患者の概要 

５）安全管理 

６）感染管理 

７）物品・薬品管理 

８）カンファレンス参加 

 

２．対象別看護  

１）術後患者受け入れ 

２）救急患者受け入れ 

３）病棟急変患者の受け入れ 

４）退室準備・退室 

５）血液濾過（ICU 内に対象がなければ透析室見学） 

６）術前訪問 

７）家族看護 

 

 


